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 要  旨 
発展方程式のように時間微分を含むような微分方程式に対する精度保証法は、
その困難さ故にあまり研究されていない。このような問題を取り扱う上では、空
間方向の偏微分方程式の精度保証法と整合性を持つような時間方向の常微分方程
式の精度保証法を開発する必要があると考える。 
常微分方程式の初期値問題の精度保証法としては、Taylor展開とその打ち切り
誤差に基づくLohner法が有名である。この方法の特筆すべき点は、時間ステップ
の進行に伴う精度保証計算特有のWrapping Effectと呼ばれる累積誤差を特殊な
方法をもって大幅に軽減させていることである。ここで用いられる手法を考慮し
て、偏微分方程式の精度保証法である中尾理論を用い、常微分方程式の初期値問
題の精度保証計算することを考えた。 
本研究は、中尾理論を用いた常微分方程式の初期値問題の新しい精度保証法と
して二種類の方法を提案･検証する。 
一つは、時間ステップごとに中尾理論をもって誤差を決定していく方法である。
時間ステップごとの計算はWrapping Effectが起こるので、Lohner法同様のテクニ
ックを用いることでWrapping Effectを回避することを考えた。 
もう一つは、全時間ステップの計算を連立方程式とみなして、同時に計算する
方法である。この方法ではWrapping Effectは起こらないが、時間ステップの数が
多くなると扱うデータの量も増えるため、大規模な行列の扱いに気をつけなけれ
ばならない。 
前者の方法を実際に行ったが、今回の場合はWrapping Effectを完全に回避する
にはいたらず、多少影響が残ってしまった。Wrapping Effectを完全に回避するに
は、Lohner法以上のテクニックが必要とされることが明らかになった。 
後者の方法は、Wrapping Effectが起こらずに計算できる。また、大規模行列の
逆行列を計算する必要があるが、逆行列を直接計算せずに計算できる手法を考案
した。その結果、逆行列を生成したときに比べて大幅に扱うデータの量が減らす
ことに成功した。 
終端時刻Tが小さい場合は前者、Tが大きい場合は後者の方法を用いたほうが良
い結果を得ることが多いことがわかった。 
これらの手法は、発展方程式の精度保証法への足がかりとなることが期待され
る。 
 
